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東芝マイコン搭載センサハブで
センサアプリの開発を効率化

　IoT やビッグデータが、次世代のビジネスをけん引する
重要な技術として注目されている。2020 年には、全世界
で 500 億個を超えるといわれている IoT デバイスから膨
大なデータを収集し、ビッグデータ分析をすることで、新た
な価値を生み出すことが期待できる。ビッグデータ分析で
は、いかに効率的にデータを収集するかが大きなポイント
だ。そこで重要になるのが、IoT デバイスに搭載されてい
るさまざまなセンサである。
　IoT デバイスに搭載されているセンサアプリケーション
は、マイコンにより制御され、センサとデータをやり取りす
る。そのため、アプリケーションが変更されたり、センサが
追加されたりするたびに、センサアプリケーション全体を再
評価しなければならない。そのため、時間と工数、さらに
コストがかかっていた。
　この問題を解決するためには、センサアプリケーションか
ら、センサを制御するマイコンの機能を切り離し、複数のセ
ンサを制御できる「ハブ」のような機能があれば、センサ
アプリケーションの開発期間や工数、さらにコストを削減す
ることができる。そこで有効になるのが、東芝デバイス＆ス
トレージのマイコンにより実現された「モーションセンシング
ソリューション（以下、センサハブ）」である。

主要センサを自由に選択できるセンサハブで
センサアプリ開発の時間と工数、コストを削減
絶対角度5度での補正がセンサフュージョンの最大の強み

スマートフォンをはじめ、IoT家電や自動車、ドローン、建物、道路など、情報の取得のために現在ではあらゆると
ころでセンサが活用されている。こうしたセンサを制御するためのアプリケーション開発を効率化できるのがセンサ
ハブである。

さまざまなメーカーの
センサを制御可能

　センサハブは、AR（拡張現実）グラス／ VR（仮想現実）
ヘッドマウントディスプレイ、スマートフォン／スマートウォッ
チ／タブレット端末、ドローン／無人ヘリコプター、ナビゲー
ション機器、ロボット機器など、非常に幅広い分野での利
用が期待されている。現在、「TMPM066」「TMPM341」
「TMPM365」が搭載された3 種類のセンサハブが提供
されているが、最大の特長は主要なメーカーのセンサがサ
ポートされていることである。
　現在、さまざまなメーカーからセンサハブが提供されて
いるが、多くは自社のセンサをしか制御できないものであ
る。このようなセンサハブは、センサハブとセンサをトータ
ルソリューションとして提供できるメリットがあるものの、選
択の幅は狭まってしまう。一方、東芝のセンサハブは、メー
カーに依存することなく、必要に応じて、最適なセンサを自
由に選択することができるメリットがある。
　センサを自由に選択できる柔軟性を実現しているのが、
「センサフュージョン」と呼ばれるファームウェアである。現
在、センサフュージョンとマイコン、さらに3 軸加速度セン
サ、3 軸地磁気センサ、3 軸ジャイロセンサ、湿度センサ、
照度センサが搭載された評価用ボードが搭載されている。
評価用ボードは、ジャンパーによる切り替えで、必要なセ
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ンサを評価することが可能だ。各センサを評価するための
ツールも提供されている。

8の字回転をさせることなく
電子コンパスの補正が可能

　センサフュージョンの機能の中で、3 軸地磁気センサの
制御は、東芝デバイス＆ストレージの製品の最大の強みと
いえる。この3軸地磁気センサは、正しい方向に向けるキャ
リブレーション（補正）が難しく、一般的な電子コンパスで
は、スマートフォンを8の字に回転させないとキャリブレー
ションができなかった。
　センサフュージョンでは、3 軸地磁気センサのキャリブ
レーションを容易に行える機能が搭載されており、絶対角
度が 5度あればキャリブレーションが可能だ。これにより、
スマートフォンを8の字回転することなく、ポケットから取り
出すような、日常の動作の一環としてキャリブレーションを
行うことができる。この技術を、ドローンに応用することで、
離陸するだけですぐにキャリブレーションが可能になる。
　絶対角度 5度でキャリブレーションができることはもち
ろん、3 軸加速度センサ、3 軸地磁気センサ、3 軸ジャイ
ロセンサを組み合わせた「9 軸コンパス」を活用すること
で、鉄塔の近くなど、方位磁石の方位がずれてしまうよう
な地場の強い場所においても、自動的に地場を検知し、ノ
イズを除去して正しい方位にキャリブレーションすること
ができる。
　スマートフォンやドローンなどのセンサアプリケーション
開発では、その前段階のセンサをモニタリングするための
アプリケーションを独自に開発しなければならなかったた
め、開発期間や工数、コストがかかることが大きな課題と
なっていた。東芝デバイス＆ストレージのセンサハブの評価
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用ボードを利用することで、開発期間や工数、コストを削
減し、短期間でセンサアプリケーションを開発することが
でき、本来のコア業務に注力することができる。

デモアプリケーションの
エアーマウスも

　キャリブレーションの機能は、評価用ボードのデモ用
アプリケーションとして提供されている「エアーマウス」
で評価できる。エアーマウスは、センサハブにBluetooth
を組み合わせ、無線で PCと通信する簡単な仕組みだ。
一般的なマウスのように据え置きで使うのではなく、空
間でマウスの機能を利用できる。マウス本体がどのよう
な位置、角度にあるかを無線で飛ばし、PC を操作した
り、字を書いたりすることができる。
　エアーマウスの応用例としては、情報家電や住宅設備
を操作するモーションリモコンやドローン、AR グラス、
VRヘッドマウントディスプレイなどを想定している。セ
ンサアプリケーションの開発に、時間や工数、コストが
かかりすぎると感じている企業は、ぜひ東芝デバイス＆
ストレージのセンサハブ評価用ボードを試してみては
いかがだろうか。
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